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要旨 

平成 16 年度に本学３年生に実施された茨城県立医療大学における「総合臨床実習

前 OSCE（以下，臨床実習前 OSCE）」を紹介し，より質の高い OSCE 実施に向けて，

学生にアンケート調査を行い，作業療法教育における臨床実習前 OSCE の特色と今

後の課題を明らかにした．OSCE の実施自体は，４年生の総合臨床実習の「準備・技

能確認」としての位置づけとして適切であることが示唆されたが，時期についてはタイト

なスケジュールによる学生の負担も考慮しなければならないことが判明した．課題直後

のフィードバックは約 9 割以上の学生が「かなり有効」であったと回答する割合が多い

ことより，学生の気づきを促し，総合臨床実習に向けた課題を明確するために，有効で

あることが示唆された．今後は，「作業療法教育評価基準」に基づいて OSCE 課題を

設定することが必要であると思われる． OSCE の実施は，学生だけでなく教員の教育

に対する意識を高め，より質の高い授業内容を見直す機会となることにも大きな意義

があると思われる． 
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